
 

 

考える 

 校長 中村真理 

 2 年生の教室から「スイミー」の音読が聞こえてきます。 

 体は小さく真っ黒で、泳ぐのが誰よりも速い魚スイミーのお話です。小さな赤い魚たち 

は、大きな魚に食べられないように、岩陰でおびえながら生活をしています。スイミーは 

「いつまでもそこにじっとしているわけにはいかないよ。」と魚たちに呼びかけます。 

スイミーは、みんなが海で幸せに暮らすにはどうしたらいいか考え

ます。一生懸命考えました。スイミーは、みんなで大きな魚のふり

をすることを提案します。小さな赤い魚たちは、持ち場を守り離れ

離れにならないように泳ぎ大きなマグロを追い出しました。 
 

  

元プロサッカー選手の中村憲剛さんは、中学生の時、自分の背が低く身体能力が低いこと

をどうやってプラスとしていくかを考えたそうです。相手にぶつからないようなポジショニ

ング、どのタイミングでパスを出せばいいのか、工夫しました。それが、その後のご自分の

サッカーのベースになったそうです。  
 

 できない理由を並べるだけでは苦しくなります。 

できる工夫を考える先には、夢があり、希望があり、未来があります。考えるって楽しい、

私はそう思います。 

 子ども達に考える力を付けさせることは学校の使命です。授業の中では「何のために学ぶ

のか」目的を明確にし、答えを導くための情報や知識を与えたり励ましたりしながら考える

力を身に付けさせていきます。また、友達の考えと自分の考えを交流させながら考えを深め

たり広げたりしています。  

１学期はもうすぐ終了し、夏休みが始まります。夏休みは、日ごろできない体験をするチ

ャンスです。子ども達は、体験や経験を重ねながら、考えることを繰り返す中で成長してい

きます。コロナ禍で行動に制限がかかる中、どんなことができるでしょうか。まずは、それ

を考えることから始まる夏休みになりそうです。 

 始業式から今日まで、大きな事件や事故がなく過ごすことができました。地域の皆様や保

護者のご理解ご協力に深く感謝いたします。加須南小学校をよろしくお願いします。 

スイミーは考えた。 

いろいろ考えた。  

うんと考えた。 

 

～『スイミー』 作：レオ・レオニ  訳：谷川俊太郎～ 

 

 

 

 

加須南小学校 

学校だより 

令和３年 ７月号 

★アルミ缶回収ありがとうございます。 

各家庭・地域の方からのご協力で、正門前での回収ネットによる収益が、 

今季 1回目で、12,000円ありました。（R3.1~4月末まで） 

 

 

 



 

７月の生活目標 

今までの生活をふり返り見直します 

 

○田植え体験 

5年生が正門前の田ん 

ぼに、稲の苗を手作業で 

植えました。また、３年 

生は、農家の方が機械で 

植える様子を見学しまし 

た。 

○苗の植え替え 

 先月植えた種が芽を出 

し 2 年生ときらり学級で 

苗を植え替えました。 

○委員会活動 

 飼育栽培委員会の児童 

が、夏の花の苗を植えま 

した。いろいろな花で、 

花壇を彩りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警察署の方から、自転車の点検の仕方や 

自転車を乗るときのルールを教わりまし

た。その後、校庭に作った摸擬道路を使い、

交通安全協会や交通指導員・母の会の方々

の指導で、実施試験を受けました。全員合格

しました。交通ルールは 

常に 100点満点であるこ 

と、ヘルメットをかぶる 

ことが大切なことなどを 

学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歯と口の健康週間に合わせ、1，3，6年生が、歯科衛生士さんから、口の中の衛生や歯みがきの

ポイントを学びました。（左下） 

・6 年生は、埼玉県立史跡の博物館出前授業「古代からのメッセージ」で、鉄剣や土器に触れな 

がら、歴史の学習を深めました。（中央） また、浦和レッズハートフルクラブに 

よるサッカー教室では、 

何事も一生懸命にやるこ 

とや思いやりをもってプ 

レーすることの大切さを 

学ぶ機会になりました。 

     （右 2枚） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


